
快適な市民生活を支える公共情朝システムと複合施設総合管理システム

文化･教育面における地域情報化システム

一千歳市マルチメディア･モデルキャンパス展開事業-
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(b)電子学習システム

千歳市マルチメディア･モ

デルキャンパス展開事業

の一般公開サービスの例

千歳市は,市立図書館を訪

れた市民に対する,市立図書

貪官と大学が所有する蔵書の相

互模索サービスや.中学･高

校生のためにWeb<ニースでの

電子教材の提供を行っている｡

米国に端を発した情報･通信分野の高度化施策は,わが国でも1994年の｢情報通信基盤整備プログラム+に始まり,翌年には

｢高度情報通信社会構築に向けた基本方針+が策定されるなど,国家レベルでの施策は整ったと言える｡

一方,地域情幸糾ヒについては,1983年に｢テレトピア構想+が提唱され,以後,各種の地域支援施策が実施されるなど着実に
進みつつある｡今後,情報･通信分野の高度化施策は国家レベルから地域(地方)へと重点が移っていくと考えられ,また.官･

産･学が一体となり,情報化を推進することが求められてきている｡

このような状況の中で,インターネットに代表される情報･通信技術を活用した地域情報化への取り組みが大切である｡こ

れらの技術を有効に活用することにより,住民生活の利便性の向上や,文化･教育,医療･福祉といった各種分野をいっそう

充実させることが期待できる｡

地域情幸糾ヒの中心となる地方自治体と地域の大学とが一体となって文化･教育面での惜幸馴ヒを推進している具体例として,

1994年4月にスタートした北海道の｢千歳市マルチメディア･モデルキャンパス展開事業+がある｡この論文では,この実証実

験でのシステム構築や実用段階でのさまざまな確認作業に参画した結果を報告する｡

はじめに

1990年代前半に米l垂lのゴア副大統領(当時上院議員)が

提唱したNII(NationalInformationInfrastrし1Cture:全

米情事艮基盤)や,さらにNIIを-1叶界規模へ発展させる｢GII

(GlobalInf()rmationInfrastructure:全地球的情報基

盤)構想+に始まって,1997勺ミにクリントン人統領が年頭

教書で提唱したNGI(Next-(ieneratiollInternet:次世代

インターネット)などの米国に端を発した情報･通信分

野の高度化施策は,わが国でも1994年の｢情報通信基盤

整備プログラム+に始まり,翌1995年には｢高度情報通信

社会構築に向けた基本方針+(1998年改定)が策定される

など,l司家レベルでの施策は繁ってきたものと言える｡

また,1983年にケーブルテレビやビデオテックスなど

の当時のニューメディアを活用して地域社会の振興を図

る｢テレトピア構想+が提唱され,これを契機として,以

後,郵政省,通商産業省,自治省などがrトL､となって各

種の支援施策が実施されるなど,地域情報化も着実に進
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みつつある｡

特に郵政省は,モデル的な情報･通信施設の整備に対

して補助を行う｢地域･牛活情報通信基盤高度化事業+

や,通商産業省と連携して行政や教育,医療などの分野

の先進的かつ複合的な機能を持つ先進的情報･通信シス

テムの整備を行う｢先進的情報通信モデル都市構築事業+

などの施策を講じ,地域情報化を積極的に実施,支援し

ている｡

ここでは,日立製作所が取り組んでいる文化･教育面

での地域情報化の具体例として,通信･放送機構(郵政

省の認可法人)の成果展開事業である｢マルチメディアパ

イロット タウン構想+の一環として,1999年4月からスタ

ートしている｢千歳市マルチメディア･モデルキャンパス

千歳科学技術大学

講義棟

遠隔制御装置

⊂]

映像配信用

エンコーダ

⊂] 喜

VOD 図書検索端末

[コ

POF-LAN

E]

展開事業+の概要について述べる｡)

千歳市マルチメディア･モデルキャンパス

展開事業の概要

郵政省の認可法人である通信･放送機構は,平成9年

度から,マルチメディアの｢パイロットタウン+として全

国に先駆ける意欲のある地域で,自治体や大学などの協

力を得て,これまでの情報･通信分野の研究成果を活用

したマルチメディアモデルを展開し,実証実験を行って

いる｡

北海道の道央圏に位置する千歳市は,国際空港である

新千歳空港を中心とした国際産業拠点づくりに取り組む

とともに,わが国で唯一の光テクノロジーを専門とする

研究棟

電子図書館 映像配信
VOD コンテンツ サーバ サーバ
検索端末 登録端末

[コ [コ

学内ネットワーク(ギガビットイーサネット)

100Mビット/Sイーサネット*

専用回線

⊂]

WWWサーバ

100Mビット/Sイーサネット

⊂〕胃

[コ

ファイルサーバ

[]

DV編集サーバ

[コ

CG作成
専用サーバ

[コ

DNSサーバ

[コ [コ

アプリケーション 画像取り込み･

作成端末 編集端末

[コ冒

コンテンツ

作成端末

千歳市立図書舘

館内ネットワーク(ギガビットイーサネット)

[]

映像受信

[コ [コ

画像作成プロクシサーバ

⊂]
′[コ
罠

DNSサーバ WWW-OPAC

端末 100型スクリーン 端末 サーバ

100Mビット/Sイーサネット

POF-LAN

[] [コ [コ

∨OD検索端末

[コ Eコ

図書検索端末

注:略語説明ほか ∨OD(VideoonDemand),POF(PlasticOpticalFiber),DV(DigitalVideo),CG(ComputerGraphics),DNS(DomainNameSystem)

OPAC(0∩-LinePublicAccessCata10g),WWW(WorldWideWeb)

*イーサネットは,富士ゼロックス株式会社の商品名称である｡

図1千歳市マルチメディア･モデルキャンパス展開事業用システムの全体構成

千歳市立図書館と千歳科学技術大学を専用線で接続し,遠隔公開講座や両国書館が所有する図書の相互模索,コンテンツ(情報の内容)の表

示などの実証実験を行う｡
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大学として関学した千歳科学技術大学を中心に,光テク

ノロジーの世界的開発拠点の形成を目指す｢ホトニクス

バレー+プロジェクトを推進するなど,光関連事業を核

として,地域活性化を図っている｡

そのようか一卜で,平成10年度の郵政省第一次補止予算

で採択が決まった｢イー歳市マルチメディア･モデルキャン

パス展開事業+では,きたるべきFTTH(Fiber to the

Home)時代を想定し,光ファイバを｢トL､としたインフラ

ストラクチャー技術を確立し,また,マルチメディア図

書館システムとマルチメディア学習システムの2システム

により,大容量データ伝送を前提としたアプリケーショ

ンの実証実験を行うこととなっている｡

日立製作所は,この実証実験事業に必要なシステム構

築を行うとともに,このシステムを用いて,千歳巾,千

歳科学技術大学,および口本電信電話株式会社と共同

で,2001年3月まで実用段階の確認を行うこととなって

いる｡

マルチメディア･モデルキャンパス

展開事業用システム

3.1全体概要

千歳市マルチメディア･モデルキャンパス展開事業の

全体概要を図1に示す｡

千歳市立図書館と一千歳科学技術大学を専用線で接続

し,遠隔公開講座,および両国書館が所有する同書の相

互検索やコンテンツの表示などの実用確認を行う｡

3.2 マルチメディア図書館システム

マルチメディア図書館システムは,従来の｢蔵書検索

システム+と｢電子図書館システム+に大別できる｡

3.2.10PAC相互検索システム

OPAC相互検索システムでは,千歳市立同書館と千歳

科学技術大学が所有する蔵書の相互の書誌検索が可能で

ある｡OPAC相互検索システムの検索画面例を図2に

示す｡

日立製作所の高速全文検索システム"Bibliotheca”を使

用することにより,下記の多彩な方法による全文検索を

可能としている｡

(1)複数データベースの一括検索

"Bibliotheca/TextSearch-Management Server''を使

用することにより,``Bibliotheca/TextSearch''で作成さ

れた複数のデータベースを論理的な--▲つのデータベース

として定義することができ,それら複数のデータベース

の一括検索が可能である｡

｢Fl‾三_些+

ミ ニ･ナT:て古一号

‾㌻ミ‾青石_竺+

｢｢ざ‾‾盲∃即!

ト･lよ透･天美

田

山‾]

ifIl佃ヰ

_+竺彗堅聖.__+

図2 0PAC相互検索システムの画面例

市立図書館と大学相互の目録模索が可能である｡

(2)属性検索と全文検索

"LOOKS21''H録検索システムと"Bibliotheca/

TextSearch''を組み合わせて使用することにより,業務

川データベースから目録情報を抽出し,目録情報データ

ベースの作成が可能である｡検索の際は,キーワードを

指定しての吉名･著者名･出版社名などの属性検索や,

それらの属性によらない,登録データすべてを対象とし

た全文検索が可能である｡

(3)同義語の自動展開

``Bibliotheca/TextSearch''に同義語辞書"Bibliotheca/

TS-DT''を定義することにより,検索語の自動展開が吋

能である｡また,この辞書をエディタで追加,変更する

ことにより,独自の何義語展開ができる｡

今後,このシステムの応用利用として,大学と市立図

書館で相互貸借を行っていく予定である｡

3.2.2 電子図書館システム

電子図書館システムは,大学が所有する学内論文や大

学関連資料,巾が所有する市史,市政要覧といった千歳

市関連資料を電子化することにより,図書内容(コンテ

ンツ)の検索･表示が可能なシステムである｡

電子図書館を実現するうえで必ず問題となる著作権を

みずから保有するという観点から,上記の資料を電子化

の対象としている｡1999年12月の一般公開時でのコンテ

ンツを表1に示す｡

なお,このシステムでは,電子図書館サーバにより,

3.2.1で述べたOPAC検索に加え,下記のような検索が可

能である｡
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表1電子図書館システムのコンテンツ

市が著作権を持っている市史や要覧などを中心に電子化を行っ

ている｡
(1999年12月時点)

タイトル 内 容

千歳市史
明治前史,明治初年史.行政史.産業史.教

育･社会史.付録,年表

増補千歳市史
基礎背景,市政以前,市政時代,社会と文化,

厚生,公営事業,米軍と自衛隊.市政年表

千歳開基100年 千歳市の社会,文化,産業,自然,歴史など

記念誌 をカラーで解説

要覧千歳

(1953～1999年)
千歳市の年間行事･統計情報･議事関係

(1)目次検索

テキスト化した目次情報に対して全文検索を行い,ヒ

ットした図書,資料部を一覧表示し,指定した国吉,資

料の口次イメージを表示する｡表示された日次イメージ

情報を参考に,さらにページ番号を入力することにより,

該当ページのイメージ〔JPEG(Joint Ph()tOgraphic

ExpertsGroup)形式〕を表示させることができる｡

(2)フリーワード検索

文字認識ソフトウェアによってテキスト化されている

本文のテキスト情報を全文検索し,ヒットした図書,資

科名を一覧表示する｡さらに,該Tl与ページのイメージ

〔JPEG,PDF(Portable Document Format),Micros()ft

W()rdか〕を表示させることができる｡

電十凶書館システムの検索方法と提供情報を表2に,

検索･表ホ晰而例を図3にそれぞれ示す｡

なお,千歳市所有の著作物に関しては,大学側が結成

したプロジェクトチームが,同様の検索機能を持つアプ

リケーションを別途作成し,上記の鷺録コンテンツを

※)Microsoft Wnrdは,米国Microsoft Corp.の商品名称で

ある｡

表2 電子図書館システムの検索方法と提供情報

資料の性質によって模索方法と提供情朝は異なる｡

資料分類 模索方法 提供情報

図書 書誌模索
書誌情報.本文イメ

‾ン

雑誌 書誌模索
書誌情報,本文イメ

‾ン

千歳市関係資料
書誌検索,目次検索, 書誌情幸臥 目次イメ

フリーワード検索 -ジ,本文イメージ

千歳科学技術大学 書誌検索,目次模索, 書誌情報,目次イメ

関係資料 フリーワード検索 -ジ,本文イメージ

映像資料
書誌検索,フリーワ 書誌情報,サムネイ

-ド模索 ル画像,動画映像
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図3 電子図書館システムの検索･表示画面例

フリーワード模索や目次模索などにより.ヒットした賃料の内

容イメージが表示できる｡
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CD-ROM(Compact Disc Read-Only Memory)で配布で

きる形態に拡張している｡

3.2.3 システム運用

この事業では,前述の大学プロジェクトチームが中心

となり,大学が所有する資料だけでなく,巾が所有する

資料についてもスキャナによる電子化作業と文字認識ソ

フトウェアによる全文検索用データの作成,およびサー

バへの登録作業を行っている

しかし,今後,電子図書館システムを普及させるため

には,社会的な課題である著作権処理の問題とともに,

コンテンツの電子化から登録に至る作業の簡略化が重要

である｡日立製作所は,この一連の作業を簡易化するツ

ールの開発にも積極的に取り組んでいく考えである｡

現在,過に一度,市立図書館に設置されたマルチメディ

ア凶書館コーナーでコンテンツの一般公開を行っており,

端末当たりの稼動率は毎回90%に近く,高い利川平を示

している｡

3.3 マルチメディア学習システム

マルチメディア学習システムは,大学と市立図書館を

専用線(1.5Mビット/s)で接続し,ネットワーク経山で市

民のために公開講庵･特別講義を実施したり,中学牛や

高校生のために対話型の自習用教材を提供するもので

ある｡

マルチメディア学習システムは,以下に述べるサブシ

ステムで構成している｡

3.3.1 遠隔公開講座システム

遠隔公開講座システムは,映像配信サーバ,映像配信

用エンコーダ,遠隔制御装置,映像受信端末,液晶プロ

ジュクタなどで構成する｡)

大学が実施する公開講座や特別講義などの市民に対す

る講義の映像_を,MPEG-1(Moving Picture Expert

Groupl)規格によって圧縮し,巾立図書館に映像配信サ

ーバでリアルタイム伝送する｡伝送された映像は館内の

AV(Audio-Visual)室に設置された映像受信端末で再生

され,液晶プロジュクタにより,100型のスクリーンに表

示される｡

なお,市立lヌl書館と人学を専用線で接続する通信費川

の関係上,このプロジェクトでは映像の川桁方式として

MPEG-1を採用したが,さらに高画質のMPEG-2も叶能

である｡遠隔公開講座の模様を図4に示す｡

また,H立製作所は,最新の映像符号化方式である

MPEG-4を採用した映像情報システム▲`MEDIAHALL(メ

ディアホール)''を製品化している｡MPEG-4は,MPEG-1

睦㍍

図4 遠隔公開講座の模様

大学の公開講座の模様を市立図書館で視聴できる｡

蔑

やMPEG-2に比べて全体に情報の圧縮率が高く,低い伝

送レートに過している｡今後は,この"MEDIAHALL'●

を上む用した遠隔講痺システムの提案も行っていく考えで

ある｡

さらに,このシステムでは制御用のOS(Operating

System)を用いてLAN内での遠隔制御の機能を付加して

おり,汎用的な装置に関してリアルタイムな制御を可能

としている｡

今1日lのプロジェクトでは,講義撮影用の複数カメラを

自由に制御することに成功している｡

3.3.2 電子学習システム

竜子学習システムは,大学のプロジェクトチームが制

作した中学と高校の数学･理科などのWebベースでの対

話型自習用教材を,市立図書館内に設同された端末で利

用できるようにしたものである｡

特に数学では,見るだけの教材から考える教材を目指

し,ドリルの機能を付加している｡さらに,認証機能を

システムに付加することにより,個別の進度状況を把掘

できるようにしている｡電子学習システムの教材例を図5

に示す｡

見る要素に関しては,CGやVR(VirtualReality)を川

いた,ストーリー件を重視したものにしていく考えで

ある｡

マルチメディア学習システムにより,市立図書館の来

館者に対して,大学が実施する市民対応の講義の提供

や,中学･高枚生に対する新たな学習手段の提供が叶能

となり,市比に対してのサービスの拡人を図ることがで

きる｡

13
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図5 電子学習システムの教材例

教科書にドリル機能を追加し､見るだけの教材から考える教材

を目指す｡

また,このシステムを利用する市民に対して,使い勝

手などに関するアンケートをこの事業が終√するまで実

施し,市民の声をシステムに反映していく考えである｡
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おわりに

ここでは,日立製作所が参画している文化･教育面で

の地域情報化の具体例として,千歳市マルチメディア･

モデルキャンパス展開事業について述べた｡

インターネットに代表される近年の情報･通信技術の

発展により,今後も情報･通信技術を核に,地域情報化

に取り親む自治体は増加していくものと考えられる｡

また,地域情報化を推進するにあたっては,これまで

のように地方自治体単独で進めるのではなく,地域に根

ざした人学や民間企業との連携が重要になってきている｡

今桝参画したモデル事業での経験をベースとして,開

発した電ナ図書館システムのいっそうの改善を図って,

文化･教育面での地域情報化を支援していく考えで

ある｡
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